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用いて事例的検証を行った（研究 1）。研究 2 以降では、BPSD が改善しなかった場合にスタッフをサ













居者 3名と担当介護職員 6名、入居者 1名と担当介護職員 2名であった。 
 方法に関しては、研究１では、職員に BPSDに対する応用行動分析に基づく研修に参加してもらい、
































研究 4 の SSS 連続使用の有効性の示唆から、さらに長期にわたる効果維持が期待できる。また、こう











 これまでの認知症の BPSD への応用行動分析に基づく介護者研修はその有効性が示されているもの
の、介入（支援行動）と BPSDの直接的な関係について検証されていなかった。本研究では、単一事例
研究法を参考にした研究デザインを用いて、この点について実践事例に基づき実証的に明らかにしたこ
とが高く評価される。また、先行研究では、支援効果の継続性、連続性に関する問題点が指摘されてき
た。本研究では、より適切な支援行動や支援計画が可能となる SSS（スタッフ・サポート・システム）
という対応システムを開発し、介護職員の支援行動や BPSDのパターンにより、問題解決が図られた点
も大いに評価することができよう。本研究は、認知症の介護施設で取り組まれた実践的かつ事例的研究
であり、今後の認知症ケアの向上に大きく貢献できる知見を提示したと評価できる。 
 
平成 28 年４月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
